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科学技術振興機構報 第１５１１号 

令 和 ３ 年 ６ 月 ２ 日 
 

東京都千代田区四番町５番地３ 

科学技術振興機構（ＪＳＴ） 

Tel：03-5214-8404（広報課） 

URL https://www.jst.go.jp 
 

国際科学技術共同研究推進事業 戦略的国際共同研究プログラム 

「非医療分野における新型コロナウイルス感染症（ＣＯＶＩＤ－１９） 

関連研究」分野における新規課題の決定について 

 

ＪＳＴ（理事長 濵口 道成）は、国際科学技術共同研究推進事業 戦略的国際共同研究

プログラム（ＳＩＣＯＲＰ）「非医療分野における新型コロナウイルス感染症 

（ＣＯＶＩＤ－１９）関連研究」分野において新規課題を決定しました（別紙１）。 

このたびＪＳＴは、米国国立科学財団、英国研究・イノベーション機構、仏国国立研究

機構、カナダ国立研究機構のプログラムで支援されている、または支援される予定の研究

者と、非医療分野におけるＣＯＶＩＤ－１９の国際共同研究を実施する日本側研究者から

の提案を募集しました（別紙２）。 

１２件の応募があり、専門家の評価により選定された９件の採択を決定しました（別紙

３）。研究実施期間は２０２２年３月までを予定しています。 
 
 
 
＜添付資料＞ 

別紙１：採択課題概要 

別紙２：募集概要 

別紙３：評価委員一覧 
 
 
＜お問い合わせ先＞ 

科学技術振興機構 国際部 

〒102-0076 東京都千代田区五番町７ Ｋ’ｓ五番町 

佐藤 正樹（サトウ マサキ） 

Tel：03-5214-7375 Fax：03-5214-7379 

E-mail：intl-joint[at]jst.go.jp 
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採択課題概要 

 

１．米国国立科学財団（Ｎａｔｉｏｎａｌ Ｓｃｉｅｎｃｅ Ｆｏｕｎｄａｔｉｏｎ， Ｎ

ＳＦ）との協力課題 

 

課題名 
日本側研究代表者（所属・役職） 

課題概要 
相手国側研究代表者（所属・役職） 

１ 

エアロゾル化

したＳＡＲＳ

－ＣｏＶ－２

の採取方法の

検討 

植竹 淳  

（北海道大学 北方生物圏フィール

ド科学センター 准教授） 

本研究は、ＣＯＶＩＤ－１９

の感染の原因となりつつも、

ウイルス濃度が相対的に低

い空気中に含まれるＳＡＲ

Ｓ－ＣｏＶ－２の検出能を

向上させることを目的とし

ている。コントロールされた

条件下で、エアロゾル化した

ウイルスの最適な採取方法

を選出し、高感度ＰＣＲ法と

組み合わせ、検出の可能性を

調査するものである。本研究

により、公共空間における感

染リスクの低減に寄与する

検出法の改善が期待される。 

トーマス・ヒル  

（コロラド州立大学 大気科学科 

研究員） 

２ 

ＡＣＥ２受容

体に結合する

ＳＡＲＳ－Ｃ

ｏＶ－２スパ

イクタンパク

質の分子振動

スペクトル解

析 

イザベラ・イレーナ・ジェズニチカ 

（芝浦工業大学 工学部 教授） 

本研究は、アンジオテンシン

変換酵素２（ＡＣＥ２）細胞

受容体に結合するＳＡＲＳ

－ＣｏＶ－２スパイクたん

ぱく質の分子振動スペクト

ルからその相互作用を理解

することを目的とする。これ

は、ＡＣＥ２を基板表面に固

定し、高い空間分解能のラマ

ン測定技術を使用して分子

振動を取得することで実現

される。本研究の結果は、リ

アルタイムのウイルス検出

のためのポータブルな光学

プラットフォームとマイク

ロ流体デバイスの開発に貢

献する。 

イン－ティン・イエ 

（ペンシルベニア州立大学 材料理

工学部 助教） 

別紙１ 
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課題名 
日本側研究代表者（所属・役職） 

課題概要 
相手国側研究代表者（所属・役職） 

３ 

新型コロナウ

イルス感染症

治療薬合成の

ためのキース

テップとなる

反応の開発と

そのメカニズ

ム探求 

庭山 聡美  

（室蘭工業大学 大学院工学研究科 

教授） 

本研究では、効率的な医薬品

候補化合物探索のために、原

料となる非対称化合物合成

の鍵となる、水を溶媒とした

反応メカニズムを解明する

ことを目的とする。研究成果

はグリーンケミストリー分

野への貢献、ひいてはＣＯＶ

ＩＤ－１９にとどまらない

治療薬候補探索への貢献が

期待される。 

ケンダル・ハウク  

（カリフォルニア大学 ロサンゼル

ス校 化学生化学科 教授） 

４ 

検査戦略及び

公衆衛生的介

入が新型コロ

ナウイルス感

染症流行抑制

に果たす影響

の検証 

水本 憲治  

（京都大学 総合生存学館 特定助

教） 

本研究は、ＣＯＶＩＤ－１９

の感染リスクを最小化する

ために費用対効果の高い公

衆衛生戦略の検討と指針の

提示を目的とする。沖縄での

空港検疫をケーススタディ

とし、シナリオ別に、感染性

の変化などの流行動態に影

響する要素をシミュレーシ

ョンすることで、学校などの

公共の場で感染率低下に資

する有益な指針が期待され

る。 

ヘラルド・チョウウェル  

（ジョージア州立大学 公衆衛生大

学院 専攻長・教授） 
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２．英国研究・イノベーション機構（ＵＫ Ｒｅｓｅａｒｃｈ ａｎｄ Ｉｎｎｏｖａｔｉｏ 

ｎ，ＵＫＲＩ）との協力課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題名 
日本側研究代表者（所属・役職） 

課題概要 
相手国側研究代表者（所属・役職） 

５ 

コウモリをヒ

ト病原性ウイ

ルスの自然宿

主たらしめる

原理の解明 

佐藤 佳  

（東京大学 医科学研究所 准教授） 

本研究では、コウモリには無

害だが人間には有害なＳＡ

ＲＳ－ＣｏＶ－２のような

病原性ウイルスの自然宿主

としてのコウモリ細胞の役

割を調査し、その原理の解明

を目的とする。遺伝的な役割

を含めたコウモリ細胞の分

子特性を理解することで、コ

ウモリ由来ウイルスの異種

間感染原理の理解、および、

将来の新興ウイルス出現時

の対抗策への貢献が期待さ

れる。 

サム・ウィルソン  

（英国医学研究会議・グラスゴー大

学 ウイルス研究センター 主任研

究員） 

６ 

新型コロナウ

イルス感染症

（ＣＯＶＩＤ

－１９）による

青少年の生活

および健康へ

の影響および

その関連因子

に関する日欧

比較研究 

森崎 菜穂  

（国立成育医療研究センター 社会

医学研究部 部長） 

本研究は、ＣＯＶＩＤ－１９

パンデミック下で青少年が

直面しているリスクの文化

横断的な調査に基づき、メー

ル、ウェブやソーシャルメデ

ィアを利用した調査を定量

的、定性的に分析し、子ども

や若者の生活、健康、幸福、

家族のニーズに与える影響

の解明を目的とする。 

ポリー・ウェイツ  

（オクスフォード大学 精神科学・実

験心理学教室 上級臨床研究心理

士） 
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３．仏国国立研究機構（Ａｇｅｎｃｅ Ｎａｔｉｏｎａｌｅ ｄｅ ｌａ Ｒｅｃｈｅｒｃｈ 

ｅ， ＡＮＲ）との協力課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題名 
日本側研究代表者（所属・役職） 

課題概要 
相手国側研究代表者（所属・役職） 

７ 

アジアのコウ

モリにおける 

ＳＡＲＳ－Ｃ

ｏＶ－２の起

源の調査およ

び解明 

クリスティアン・ヴィンセノ 

（京都大学 情報学研究科 助教） 

本研究は、ウイルスとコウモ

リの共進化のダイナミクス

調査によってＳＡＲＳ－Ｃ

ｏＶ－２の起源の解明を目

的とする。コウモリから採取

するサンプルの系統解析や

ウイルス検出・配列決定法を

用いて、これらのウイルスの

経時的な生物地理学的起源

やアジア圏での拡散過程を

明らかにすることにより、ウ

イルスそのものの理解や公

衆衛生政策への貢献が期待

される。 

アレックサンドル・アッサナン 

（ソルボンヌ大学 フランス国立自

然史博物館 助教授） 

８ 

ブラジル、カナ

ダ、フランス、

日本の保健・医

療制度と新型

コロナウイル

ス流行への対

応―迅速で効

果的な対応を

促す制度要件

に関する国際

比較研究 

本田 文子  

（一橋大学 社会科学高等研究院 

教授） 

本研究は、ＣＯＶＩＤ－１９

禍の保健・医療サービス提供

において、費用負担の仕組

み、財源、サービスの提供が

どのように推移したかにつ

いて検証し、異なる制度背景

の４カ国で比較することに

より、将来の「ヘルスショッ

ク」の再発に備え、迅速で効

果的な対応を促す制度要件

について明らかにする。 

ヴァレリー・リーデ 

（開発のための研究所 人口と開発

センター リサーチ・ディレクター） 
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４．カナダ国立研究機構（ＮＲＣ：Ｎａｔｉｏｎａｌ Ｒｅｓｅａｒｃｈ Ｃｏｕｎｃｉｌ 

Ｃａｎａｄａ）との協力課題 

 

 

  

課題名 
日本側研究代表者（所属・役職） 

課題概要 
相手国側研究代表者（所属・役職） 

９ 

ＭＤと３Ｄ－

ＲＩＳＭ理論

によるＣＯＶ

Ｉ Ｄ － １ ９ 

スパイクタン

パク質とＡＣ

Ｅ２タンパク

質間相互作用

におけるアロ

ステリック効

果の解明 

吉田 紀生 

（九州大学 理学研究院 准教授） 

本研究では、分子動力学（Ｍ

Ｄ）シミュレーションと生体

分子の溶媒和理論である３

Ｄ－ＲＩＳＭ法を用いて、Ｓ

ＡＲＳ－ＣｏＶ－２などの

ウイルス－細胞、ウイルス－

リガンド（薬剤候補分子）結

合時の相互作用におけるア

ロステリック効果を解明す

ることを目的とする。本研究

により、ＳＡＲＳ－ＣｏＶ－

２などのウイルスに有効な

薬剤候補分子の効率的なス

クリーニングへの貢献が期

待される。 

セルゲイ・ギュサロフ  

（カナダ国立研究機構ナノテクノロ

ジーリサーチセンター シニアリサ

ーチオフィサー） 
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募集概要 

 

（１）募集要件 

協力相手国の研究資金配分機関のプログラムで支援されている、または支援される予

定の研究者との国際共同研究 

 

（２）応募資格（日本側） 

国内の大学や研究機関、企業などで研究に従事している研究者 

 

（３）研究実施期間 

２０２１年５月から２０２２年３月まで 

 

（４）研究予算額（ＪＳＴ側） 

１課題当たり、総額として上限７８０万円（直接経費の３０パーセントの間接経費を

含む）を上限とする。 

 

（５）評価方法 

専門家による評価 

 

（６）評価基準（ＪＳＴ側） 

１）提案研究領域の公募領域との一致性 

２）期待される共同研究/開発の成果 

３）国際共同研究による相乗効果 

４）期待される経済/社会的な波及効果 

５）協働関係の継続/発展可能性 

６）共同研究の実現性（計画、参加者、資金施設、協力体制、予算配分） 

  

  

  

 

 

以上 

 

  

別紙２ 
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評価委員一覧 

 

氏名 所属・役職 備考 

小柳 義夫 京都大学 ウイルス・再生医科学研究所 所長・教授 研究主幹 

相澤 益男 東京工業大学 名誉教授 アドバイザー 

岩本 愛吉 日本医療研究開発機構 研究開発統括推進室長  アドバイザー 

岩本 康志 東京大学 経済学研究科 教授 アドバイザー 

青木 伸 東京理科大学 薬学部 生命創薬科学科 教授 アドバイザー 

亀田 倫史 
産業技術総合研究所 人工知能研究センター  

主任研究員 
アドバイザー 

小原 聡 株式会社エコトリビュート 代表取締役 アドバイザー 

泰地 真弘人 
理化学研究所 生命機能科学研究センター  

副センター長 
アドバイザー 

高田 礼人 北海道大学 人獣共通感染症センター 教授 アドバイザー 

田中 譲 北海道大学 名誉教授 アドバイザー 

津本 浩平 東京大学 大学院工学系研究科 教授 アドバイザー 

土井 美和子 情報通信研究機構 監事 アドバイザー 

中澤 港 神戸大学 医学部保健学科 教授 アドバイザー 

藤巻 真 
産業技術総合研究所 エレクトロニクス・製造領域 

副研究センター長 
アドバイザー 

山本 太郎 長崎大学 熱帯医学研究所 教授 アドバイザー 

横沢 正幸 早稲田大学 人間科学学術院 教授 アドバイザー 

渡士 幸一 国立感染症研究所 ウイルス第二部 主任研究官 アドバイザー 

 

別紙３ 


